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畑地・林地土壌によるメタン，一酸化炭素，水素ガスの吸収

米村 正一郎大気保全ユニット

はじめに

， ，農業生態系は 温室効果ガスをはじめとして

多くのガスの吸収機能（大気浄化機能）を担っ

ている。窒素化合物，硫黄化合物，大気微粒子

（エアロゾル）等は植物や土壌に乾性・湿性沈

着する。また，窒素化合物，硫黄化合物は植物

の代謝に取り込まれる。この研究トピックスで

は，温室効果気体であるメタン，温室効果関連

気体である一酸化炭素，水素ガスの土壌による

吸収に着目し，これらのガスがいったいどの程

度，畑地・林地に吸収されるかについて調べた

結果について紹介する。

１．メタン，一酸化炭素，水素ガスの地中濃

度プロファイル

まず，３種のガスが実際に土壌で吸収されてい

ることを確かめるために，農環研内の畑地にて

土壌中のガスを採取し濃度プロファイルを調べ

た。二酸化炭素は土壌呼吸により土壌から放出

されるため，深くなればなるほど高い濃度を示

す。メタンと一酸化炭素は土壌により吸収され

るため，大気中より低い濃度を示した。メタン

は深くなるにしたがって緩やかに濃度が下がっ

ているが，一酸化炭素は深さ５�で大気中濃度

の10分の１以下の濃度になった。また，水素に

ついては深さ５�で検出限界以下であった。さ

らに一酸化炭素と水素について地表近くのプロ

ファイルを調べたところ，一酸化炭素は，表層

２�以内で吸収が行われていること，水素は表

層３�以内で吸収が行われていることがわかっ

た。この吸収層の厚みはメタンの場合の数10�

と比べて大きく異なる。このことから，土壌に

よる一酸化炭素と水素の吸収活性は，メタンよ

りずっと強いことが推察される。実際，実験室

で求めた土壌単位重量当たりの吸収率は，一酸

化炭素，水素の方がメタンよりも数百倍～千倍

大きかった。

２．畑地・林地での吸収量の経時変化

次に，実際の畑地（農環研内圃場）および林

地（農環研内生態系保存林）でメタン，一酸化

炭素および水素ガスの土壌による吸収量がどの

程度であるかチャンバー法で調べた。畑地での

測定は1996年の９月から1997年５月までの８カ

月間にわたって行った。林地での測定は，1996

年の９月から1997年９月までの13カ月間にわた

って行った。また，地温や土壌水分等も同時に

計測した。図１，図２に，土壌水分，メタンお

（ ，よび一酸化炭素の吸収速度 deposition velocity

単位� ；沈着速度ともいい，吸収される強s-1

度を表す ）の経時的変化を示す。水素の吸収。

速度は，一酸化炭素の吸収速度と同様な変化を

示したので略す。これらの観測結果から，以下

のことがわかった。

(１) 畑地（図１ ・林地（図２）における吸収）

速度の大きさは，水素，一酸化炭素，メタ

ンの順であった。メタンについては海外等

- s -の報告（畑地：0 0.05×10 � ，林地：0- -2 1

0.5×10 � ）と比べて大きめの値となっ- -2 1s

た。水素，一酸化炭素については，海外の

報告データと同程度の値であった。

(２) メタン，一酸化炭素および水素の吸収速

度は，土壌水分量（深さ２�）が増加する

と減少した（図１，図２ 。これは，土壌水）

分が多いほど，土壌中のガス拡散が妨げら

れることを表している。

(３) メタンの吸収速度は，林地の方が畑地よ

り３倍程度大きかった。これは，林地と畑

地の微生物吸収活性の違いに因ると考えら

れる。メタン吸収活性は窒素肥料の施肥に
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図１ 畑地での (a)土壌水分，(b) メタン，(c) 図２ 林地での (a)土壌水分，(b) メタン，(c)
一酸化炭素の吸収速度の経時変化。有機物 一酸化炭素の吸収速度の経時変化
鋤き込み量は，10aあたり （０区 ， 2.4t， ）
（１区 ， 4.8t（２区））

より低下するため，施肥のある畑地で吸収

速度が小さい。一方，水素と一酸化炭素の

吸収速度については，畑地の方がやや大き

いが，この理由として林地では土壌を覆う

枯葉層がガス拡散の抵抗になっているため

と考えられた。

(４) 吸収速度の変動幅は畑地の方が大きかっ

た（図１，図２ 。季節変化は，林地でのメ）

タンについてのみ認められ，夏季の吸収速

度は冬季の２倍程度であった。

(５) 一酸化炭素と水素の吸収速度は，ワラの

鋤込みに伴い20％程度の増加が見られた 図（

１ 。これはワラの鋤込み量が多いほど，体）

積含水率が少ないこと（１％程度）が一因

として考えられる（図１ 。）

３．まとめ

農業生態系は，メタン，一酸化炭素および水

素ガスのみならず多くのガスの吸収機能を担っ

ている。しかしながら，ほとんどのガスについ

て研究が十分に行われていない。その中には，

地球環境や地域環境で重要な役割を果たしてい

るガスが含まれている。農業生態系における多

くのガスの吸収機能を明かにする際，これまで

に得られたメタン，一酸化炭素および水素ガス

の吸収についての知見が，参考になる。


